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１ 株式会社ベネフィットジャパンとは

4

設 ⽴ 1996（平成8）年6月6日

代 表 者 代表取締役社⻑ 佐久間 寛

事 業 所 ●本社（大阪市中央区道修町1-5-18）
●東京事業所（品川区⻄五反⽥1-31-1）●大阪事業所（大阪市北区梅⽥1-8-17）

子 会 社 ●株式会社ライフスタイルウォーター（大阪市中央区道修町1-5-18）

資 本 ⾦ 604,979千円（2016年9月末） 従 業 員 数 106人 （2016年9月30日）

事業内容 ●MVNO事業 ●天然⽔宅配事業
●契約加入取次事業 ●その他事業（ハウスベンダー事業）

BUSINESS POLICY経営方針

情報通信サービスを中心にお客様のライフスタイルをもっと楽しく便利に︕
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２ 事業の概況

5

MVNO（仮想移動体通信事業者）サービス、 主に、モバイルデータ通信サービス
およびその付帯サービス

主に、モバイルデータ通信サービスの加入取次（通信事業者の販売代理店業務）

連結子会社「㈱ライフスタイルウォーター」による天然⽔宅配サービス

ハウスベンダー事業（住宅設備機器、資材、建材などの提供）

MVNO事業

契約加入取次事業

天然⽔宅配事業

その他事業

MVNO事業における通信利⽤料をはじめ、契約加入取次事業、天然⽔宅配事業の
すべてでストック型の課⾦モデルとなっており、会員数の拡大を実現することで、
継続的かつ安定的に発⽣する月額の利⽤料⾦等の収益が増大
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MVNO 契約加入取次 天然水宅配 その他
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（外：売上高）
（内：セグメント利益）



Copyright © BENEFIT JAPAN CO., LTD. All Rights Reserved

２ 事業の概要 MVNO事業

6

【モバイルデータ通信サービス】
自社サービス

オンリーサービス
（総称）

ONLYOPTION

ONLYMobileONLYMobile

ONLYスマホONLYスマホ

ONLYOPTIONONLYOPTION

【モバイルデータ通信サービスの付帯サービス】

●モバイルWiFiルーターとタブレット端末または
ノートパソコンとセットでの割賦販売契約

●⼯事不要、プロバイダ契約不要

●初心者でも安心して使える（月額900円〜）
●3つの強⼒サポート

︓「ずっと安心補償」、「遠隔サポート」、「無制限クラウド」

●様々なサービスやコンテンツを月額利⽤料で提供

一般顧客向けMVNOサービスを「ONLYSERVICE」と総称して、自社独自のサービスを提供
（SIMカード、通信機器、デバイス、コンテンツ等のパッケージ化）

格安スマホ

サービス/コンテンツ

●光ファイバーを使った、より高速で快適、お得なブロードバンドサービス
●最大1Gbps、WiFiによりスマホも快適に使⽤可能

【光ネットワークサービス】



Ⅱ．当社の特徴・強み
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２ MVNO事業 市場の成⻑性

8

*独自サービス型SIM
出典︓MM総研

■MVNO*市場規模の推移（万回線）

予測

2016年度
個人向け需要を中心に拡大

独自サービス型SIMの
市場規模は更に成⻑
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１ コミュニケーションセールス①

9

コミュニケーションセールス 一般の店頭販売
【攻めのアプローチ】
主な販売チャネルは集客⼒のある催事場所で、こちらから顧客にアプローチし、実際にタブ
レットやPCに触れて体験していただくこと(=タッチアンドトライ)を基本に、FaceToFace の
コミュニケーションを展開。

ホスピタリティを持った接客と
商品のデモンストレーション及び説明で
顧客ごとに合った活⽤イメージを提供
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２ コミュニケーションセールス②

10

コミュニケーションセールス 一般の店頭販売
特定の店舗を持たない中で、20年のキャリアにおいて約10,000店舗の活動実績

●ショッピングセンター
●スーパーマーケット
●ホームセンター
●ディスカウントストア
●アウトレットモール

など

全国的な販売活動が可能な
ネットワークを実現

■当社の出店実績
北海道 448店舗

東北 1,338店舗

関東 3,798店舗

東海 439店舗

北陸 90店舗

近畿 2,151店舗

四国 277店舗

中国 1,017店舗

九州 912店舗

甲信越 378店舗

120万人の新規の顧客を開拓
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３ コミュニケーションセールス③

11

コミュニケーションセールス 一般の店頭販売

顕在顧客だけでなく、潜在顧客の開拓が可能なため、

価格競争に巻き込まれにくい

インターネットや、家電量販店に陳列
⇒ 価格を下げないと売れない

集客⼒のある場所を選んだイベント出店によって、
顕在顧客だけでなく、まだデバイスに触れたことのない
顧客や、デバイスに興味はあるが触れる機会があまり
なかった潜在顧客に購買⾏動を起こさせること
が可能な“攻め”の販売方法

顕在顧客

潜在顧客

競合他社 当 社
目的意識を持っているため、

価格などのリサーチを⾏って購⼊する層
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４ コミュニケーションセールス④

12
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５ コミュニケーションセールス⑤

13

当社のオンリーモバイル会員は、大都市である東名阪以外の地方で９割を超え、
７割強が⼥性の契約となっております。

関東(東京を除く)

16.9%

東北
16.5%

東海(愛知を除く)

11.6%

中国
9.8%

東名阪
8.9%

九州
8.5%

甲信越
7.2%

近畿(大阪を除く)

6.5%

北海道
5.0%

四国
4.8%

北陸
4.2%

地域別顧客比率

40代
26.5%

20代
26.3%

30代
25.0%

50代
11.3%

その他
10.9%

女性
72%

男性
28%

性別・年代別顧客比率
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６ コミュニケーションセールス⑥

14

競合との差別化戦略
競合 当社

ターゲット リテラシーの高い男性 女性・シニア層・初心者

商品アイテム ＳＩＭ・スマートフォン
ＷｉＦｉルーター
＋タブレット・ＰＣ

エリア 東名阪を中心とした大都市圏 大都市圏を除く地方都市

販売チャネル 家電量販店・ＣＭ・Ｗｅｂ
郊外のショッピングモール等
でのコミュニケーションセールス

ＭＶＮＯに続々と他社が参入してきているが、「商品」、「エリア」、「コミュニケーションセールス」による潜在顧客の獲得で、価格
競争に大きく影響を受けない他社と異なる戦略展開を⾏っております。



Ⅲ． 2017年3月期
上期ハイライト
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１ 上期決算トピックス

16

引き続き契約加入取次からＭＶＮＯに経営資源をシフトした事により、MVNO事業
は契約者の増加に伴い堅調に推移
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契約者数推移
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売上高推移

（人） （百万円）（百万円）

53.8％増 51.1％増 48.3％増
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３ 収益モデル

17

◎契約加入取次事業とMVNO事業の収益モデルの違い

契約加入取次事業

X+1

イニシャル収入

X+2 X+3 X+4
・・・

継続収入

MVNO事業

X+1

イニシャル収入

X+2 X+3 X+4

・・・

継続収入

契約時（X) 契約時（X)

MVNO事業の拡大 ⇒ ⻑期でみて高い収益⼒を発揮

原価

原価 通信原価

契約時⼿数料

端末販売収⼊

端末販売収⼊
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２ 2017年３月期 上期ハイライト 連結損益計算書

18

2016年3月期
第2四半期

2017年3月期
第2四半期

構成比 構成比 前期比 計画比

売上高 2,173 100.0% 2,140 100.0% △1.5% △2.6%
ＭＶＮＯ 919 42.3％ 1,389 65.0％ +51.1％ +4.0％

契約加入取次 818 37.6％ 334 15.6％ △59.1％ △23.0％

天然⽔宅配 267 12.3％ 268 12.5％ +0.4％ △2.4％

その他 168 7.8％ 147 6.9％ △12.2％ △2.8％

売上総利益 1,179 54.3% 1,278 59.7% +8.4% △1.5%

営業利益 328 15.1% 341 16.0% +4.0% +3.4%

経常利益 326 15.0% 330 15.5% +1.4% +1.4%

親会社株主に帰属する
当期純利益 230 10.6% 230 10.8% 0.0% +1.9%

(百万円)



Copyright © BENEFIT JAPAN CO., LTD. All Rights Reserved

３ 2017年３月期 上期ハイライト 連結貸借対照表
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2016年3月期末 2017年3月期（2Q末） 前期比
構成比 構成比 増減額

資産の部

流動資産 2,874 91.4% 2,854 92.3% △19

現⾦及び預⾦ 1,519 48.3% 1,217 39.4% △301

割賦売掛⾦ 861 27.4% 1,244 40.2% ＋382

固定資産 269 8.6% 236 7.7% △32

【資産合計】 3,143 100.0% 3,091 100.0% △51

負債の部

流動負債 873 27.8％ 669 19.8％ △204

固定負債 274 8.7％ 195 8.2％ △79

【負債合計】 1,148 36.5％ 864 28.0％ △283

純資産の部

【純資産合計】 1,995 63.5％ 2,226 72.0％ +231

負債・純資産合計 3,143 100.0％ 3,091 100.0％ △51

(百万円)



Ⅳ． 2017年3月期
上期の取り組み
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６ ICT社会の進歩

21

■通信速度の高速化

出典︓下段のグラフは、ともにソフトバンクグループ株式会社 第35回定時株主総会資料より引⽤

■インターネットにつながるIoTデバイスの数

1Gbps

3Pbps

300万倍

(年)

■CPUのトランジスタ数

30億個

3,000兆個

100万倍

(年)
上段の左グラフ、右グラフともに資料の出所はソフトバンク
出典︓総務省 「情報通信審議会 2020-ICT基盤政策特別部会 基本政策委員会（第4回）配布資料」

■人口知能（AI）の将来
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７ 成⻑戦略 基本方針
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「コミュニケーションセールス」をコアとした事業基盤の強化を推し進め、
⾶躍的な成⻑を目指す

基本方針

マーケティング⼒とコミュニケーション⼒を駆使して
顧客との理想的なコンタクトを図る

商品をわかりやすくデモンストレーションし
お客様に活⽤イメージを提供する

商品やサービスの特性を理解して使⽤すると便利な商品・サービスは世の中に数多くあり、
『コミュニケーションセールス』にて理解してもらうきっかけ作りをする事で

「お客様のライフスタイルをもっと楽しく便利にする」サービスが販売対象となり得る

『コミュニケーションセールス』を活⽤できる商品・サービスは数多く、
当社の成⻑可能性は、将来に向けて大きく扉が開かれている
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１ 成⻑戦略 個別戦略

23

具体的な戦略

商品の拡充・強化 人材の育成・増強

催事店舗の拡大
販売ネットワークの拡大

1 2

3

顧客のファン化

４
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２ 成⻑戦略① 「商品の拡充・強化」

24

１）主⼒商品である「モバイルデータ通信サービス」の拡充

当社最速プラン低価格プラン
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３ 成⻑戦略② 「商品の拡充・強化」
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２）「オンリーオプション」のコンテンツ強化
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４ 成⻑戦略③ 「人材の育成・強化」
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１）代理店の「コミュニケーション⼒」を当社販売部門⽔準に高める

Ｓｔａｇｅ１

代理店

支援制度

Ｓｔａｇｅ２

Ｓｔａｇｅ３

教育

支援制度

代理店

単独稼働

■代理店支援制度
人件費 20万円/人
交通費・宿泊費 全額負担

■教育支援制度
インストラクター部署 新設

（代理店開発課内にて）

Ｓｔａｇｅ１では、

当社にて人材を
預り、１ヵ月以上
研修を実施
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５ 成⻑戦略④ 「催事店舗の拡大、販売ネットワークの拡大」
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１）小売りチェーンとのアライアンスによる「販売ネットワーク」の拡大

ケーヨーデイツー

（東北から近畿にて183店舗展開）
にて格安ＳＩＭ

『ＯＮＬＹＳＩＭ』の販売を開始
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６ 成⻑戦略⑤ 「催事店舗の拡大、販売ネットワークの拡大」

28

１）地域、業態及び店舗規模に合わせた商品ラインナップの充実による催事可能店舗
の拡大に取り組む

「アルプラザ」を展開する
株式会社平和堂
と催事契約締結

「アルプラザ」
近畿・北陸・中部地方

161店舗展開

コミュニケーションセールス実績

１４店舗稼働



Ⅴ． 2017年3月期 業績⾒通し
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５ 成⻑戦略④ 「催事店舗の拡大、販売ネットワークの拡大」

30

１）小売りチェーンとのアライアンスによる「販売ネットワーク」の拡大

全国のビックカメラ・コジマ・
ソフマップにて格安ＳＩＭ
『ＯＮＬＹＳＩＭ』の
販売を決定
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１ MVNO事業の⾒通し

31
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■オンリーモバイル
契約者数推移

（人）

前期比
約1.4倍

注力しているＭＶＮＯ事業の契約者数１．４倍、売上高１．３倍、営業利益１．４倍
を目指しております。
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２ 総ストック売上の推移

32

(百万円)
総ストック売上＊1

＊１ 総ストック売上は、①オンリーモバイル、およびオンリーオプションの契約後に毎⽉⽀払われる通信利⽤料や基本料⾦、②契約加⼊取次事業における
継続⼿数料、③天然⽔宅配事業における利⽤料⾦の合計

上期

上期
上期

上期
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３ 2017年3月期の連結業績予想

33

科目
2017年
２Ｑ

2017年度
（予想）

予算進捗率
対前期比
増減率

2016年度
実績

売上高 2,140 4,419 48.4% +4.7％ 4,221

売上総利益 1,278 2,613 48.9% +12.7％ 2,320

販売管理費 936 1,900 49.3% +6.8％ 1,779

営業利益 341 713 47.9% +31.9％ 540

経常利益 330 678 48.8% +30.4％ 520

当期純利益 230 460 50.1% +22.8％ 374

(百万円)



Ⅵ．将来⾒通しに関する注意事項
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免責事項及び将来⾒通しに関する注意事項

� この資料は投資家の参考に資するため、株式会社ベネフィットジャパン（以下、当社）の現状をご理解いただくことを目的と
して、当社が作成したものです。

� 当資料に記載された内容は、2016年11月15日現在において一般的に認識されている経済・社会等の情勢および当社が
合理的と判断した一定の前提に基づいて作成されておりますが､経営環境の変化等の事由により､予告なしに変更される
可能性があります。

� 投資をおこなう際は、投資家ご自身の判断でなさるようお願いいたします。

� 本発表において提供される資料ならびに情報は、いわゆる「⾒通し情報」（forward-looking statements）を含みます。
これらは、現在における⾒込み、予測およびリスクを伴う想定に基づくものであり、実質的にこれらの記述とは異なる結果を招き
得る不確実性を含んでおります。

� それらリスクや不確実性には、一般的な業界ならびに市場の状況、⾦利、通貨為替変動といった一般的な国内および国際的
な経済状況が含まれます。

� 今後、新しい情報・将来の出来事等があった場合であっても、当社は、本発表に含まれる「⾒通し情報」の更新・修正をおこな
う義務を負うものではありません。
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